
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１３０１

基盤研究(C)

2014～2011

言語運用における発想法の地域差と社会的・歴史的背景についての研究

The study of regional differences and the social and historical background of 
thinking in language operation

００１６１９９３研究者番号：

小林　隆（Takashi, KOBAYASHI）

東北大学・文学研究科・教授

研究期間：

２３５２０５４３

平成 年 月 日現在２７   ５ ２５

円     3,800,000

研究成果の概要（和文）：　日本語にはその構造面だけでなく、運用面にも地域差が存在する。すなわち、複雑で加工
的な言葉遣いへの志向は近畿を中心に見られ、一方、単純で素朴な言葉遣いへの志向は東北を中心に認められる。そし
て、そのような地域差は、コミュニケーションの活性度の違いや、言葉への依存度の異なりによって生み出されてきた
。さらに、その背景には、社会構造の地域差、すなわち、都市型社会と農村型社会の違いと、その歴史的展開が影響を
与えていると考えられる。

研究成果の概要（英文）：　In Japanese differences among regions also exist in an operating aspect as well 
as its structure side. Oriented to the complex processing wording it was seen mainly in the Kinki, on the 
other hand, oriented to the simple and rustic wording is found mainly in the Northeast. And such regional 
difference has been invented by the activity of the communication and the dependence to the language. In 
addition, in the background, regional differences in social structure, ie, it is considered that the 
differences between urban society and rural society, its historical development has affected.

研究分野：日本語学
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１．研究開始当初の背景 
従来の方言学では、狭い意味での言葉の構
造面（音・形態、意味）を対象とすることが
ほとんどであり、その運用面についての研究
が遅れていた。しかし、最近では、言語学・
日本語学の研究動向の刺激を受けて、方言学
の分野でも言語運用面についての関心が高
まりつつある。方言学にとって、そうした言
語運用面の地域差についての研究は、今後開
拓すべき重要課題の一つと認識されている。 
また、このような言語運用面に関する研究
は、方言学の内部にとどまるのではなく、現
代語研究や日本語史研究との連携が求めら
れている。方言学的に言語運用面の研究を行
う場合にも、現代語や日本語史の知見・視点
を取り込み、相互の関係を明らかにすること
が必要になっている。 
さらに、方言学の研究分野の一つに、方言
の歴史的な形成をテーマとする方言形成論
があるが、この分野は近年あらためて活性化
しつつある。言語運用面における地域差につ
いても、その形成過程や要因を検討し、言葉
の構造面における方言形成との共通性や異
質性を明らかにすることが期待されている。 
 
２．研究の目的 
日本語方言における言語運用面の発想法
の地域差と、それに影響を及ぼす社会的・歴
史的背景との関連を検討し、その全体像につ
いて確実性の高い一定の見通しを得ること
を本研究の目的とする。 
この目標を達成するために、具体的には次
のような研究を行うこととする。 
(1) 理論的検討：「社会と言語運用の関係モ
デル」および、「言語的発想法」という概
念と７つの分類について、理論面での検討
を行い、より妥当性の高いものに仕上げて
いく。 
(2) 実証的検討 
 ①言語運用面：言語的発想法を抽出するた
めには、現象面としての言語運用の把握
が不可欠である。既存の資料の整備や新
たな調査の企画によってデータの充実
を図り、地域差の把握をより確実かつ詳
細なものにしていく。対象は、談話その
もの、あるいは、談話レベルで機能を発
揮しやすい言語分野を取り上げる。具体
的には、感動詞やオノマトペの使用、挨
拶の実態、言語行動のあり方、談話展開
の方法などである。 
 ②言語環境・言語態度：この２つについて
は今のところ推定に頼っていたので、こ
の研究においては、実態調査や意識調査
を実施することによって実証性を高め
たい。 
 ③社会構造：民俗学・文化人類学や社会学、
日本史学等、関連分野の研究をもとに把
握する。 
 ④中央語史上の変遷：方言形成の原動力と
なる中央語史の状況について、先行研究

から把握すると同時に、挨拶の種類・頻
度については文献調査を行う。 
(3) 総合的考察：以上の理論的検討と実証的
検討の結果を総合的に考察することで、言
語運用面における発想法の地域差が、社会
的・歴史的にどのように形成されてきたか
を論ずる。 

 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために、「理論的検討」
と「実証的検討」とを両輪とする研究を展開
する。特に、実証的検討においては、研究目
的に記した「社会と言語運用の関係モデル」
の妥当性について考えるために、次のような
試みを行う。 
(1)「言語運用面」と「言語環境・態度」の
検討においては、一定の基準による等質的
なデータで両者の関係を分析するために、
新しく全国調査と重点地域調査を企画す
る。 
(2)「言語運用面」のデータは、特定の指標
を設定し、広範囲の資料から効率的に収集
する。 
(3)「言語環境・態度」の検討では、インタ
ビュー調査によって話者の意識面を探る。 
(4)文献についても調査を行うことで、中央
語の変遷と地域差との対応関係を見てい
く。 
 最終的には以上のような試みを総合する
ことで、研究目的に対する結論を得る。 
 
４．研究成果 
方言の地域差は音韻や文法といったいわ
ゆる構造な範疇を超えて、ものごとをどのよ
うに表現するかという、そもそもの考え方の
面にも認められる。この“考え方”とは例え
ば、言語に対する規範意識とか、言葉遣いの
ある種の好みのようなものと言ってよい。こ
のような、言葉を操る考え方のことを、本研
究は「言語的発想法」と名付けることにする。
そして、そうした発想法の違いは、言葉のあ
らゆる面に認められることが予想されるが、
とりわけ、表現法や言語行動といった言語の
運用面にこそ発現しやすいのではないかと
考えられる。 
 ところで、言語的発想法は人間の思考法の
一つであるだけに、言語使用者が生活する社
会からの影響を強く受ける可能性が考えら
れる。すなわち、どのような特徴をもった社
会に生まれ育つかということが、人々の言語
環境のあり方、例えば、コミュニケーション
の頻度や種類を左右することは十分にあり
うる。また、目的達成のために、どの程度言
葉に依存した行動をとるかといった言語に
対する態度の面にも、社会の特性が反映する
はずである。そして、そうした言語環境や言
語態度のあり方が、それに応じた言語的発想
法を生み出していくのではないかと想像さ
れる。こうした影響関係の仕組みを、ここで
は、「社会と言語運用の関係モデル」と呼ぶ



ことにする。 
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図 社会と言語運用の関係モデル 
 
 本研究では、それらの言語運用（表現法・
言語行動）の背後に潜む言語的発想法を抽出
し、その地域差について論じることが主要な
テーマとなった。 
結論として、日本語方言には、次の７つの
視点に集約される発想法の地域差が存在す
ることを明らかにした。 
発言性：あることを口に出して言う、言葉
で何かを伝えるという発想法。 
定型性：場面に応じて、一定の決まった言
い方をするという発想法。 
分析性：場面を細かく分割し、それぞれ専
用の形式を用意するという発想法。 
加工性：直接的な言い方を避け、手を加え
た間接的な表現を使うという発想法。 
客観性：主観的に話さず、感情を抑制して
客観的に話すという発想法。 
配慮性：相手への気遣い、つまり、配慮を
言葉によって表現するという発想法。 
演出性：話の進行に気を配り、会話を演出
しようという発想法。 
そして、これらの言語的発想法は、日本列
島において、具体的には次のような地域差と
なって現れていることを指摘した。 
発達地域：近畿地方 
準発達地域：西日本（九州を除く）、東京 
準未発達地域：東日本（東北を除く）、九
州･琉球地方 
未発達地域 ：東北地方 
さらに、そうした言語的発想を生み出す社
会構造の特徴として、社会組織のあり方と商
工業・交通の状況に注目した。すなわち、近
畿を中心とした西日本は、社会組織の面で
「宮座組織（講組社会）」「年齢階梯型社会」
としての性格が強く、商工業や交通は早くか
ら発達が認められる（後者の点は、関東にも
あてはまる）。そして、このような社会は、
人的接触が活発であるとともに階層の流動
性が高く、また、民主的な決定システムを備
えていて話し合いが重視されるという特徴
を示し、それが上記のような言語的発想法の
発現につながったと考えた。一方、東西の周
辺部、特に東北を中心とした東日本は、社会
組織の面では「同族組織型社会」としての性
格が強く、また、商工業や交通の発達が遅れ
たが、このような社会は上とは逆の性格をも
つため、言語的発想法が現れにくかったと推

定した。いわゆる都市型社会と農村型社会の
対立に社会組織の違いが加わり、言語的発想
法に影響を与えていると考えたことになる。 
 以上のように、本研究はこれまでの方言学
が主に言語の構造面を対象としてきたのに
対して、言葉の運用面の地域差にも視野を広
げることに成功したと言える。しかも、「言
語的発想法」という概念を導入することで、
単に現象面の理解だけでなく、それを生み出
す人々の発想法や社会構造との関連の中で
方言の形成を考えようとした点が独創的で
あった。 
本研究の成果は、日本語方言形成論にとっ
ても新たな視点を提供するものと思われる。
また、言語運用面についての方言研究や日本
語史研究においては、この研究が、今後一つ
の指針を与えるモデルとしての役割を果た
すはずである。さらに、この研究は、広く文
化の形成をテーマにするものであり、他の文
化科学との学際的研究にも発展する可能性
がある。日本国内に存在しながら意外と気づ
かれていない地域間コミュニケーションギ
ャップの問題にも、学術的・実用的の両面か
ら刺激を与えることが考えられる。 
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